
n

1

古
回
っ
，こ
豊
裂
本
の
報
告
で
す
。

５
局
１０
日

（
□
）

古
日
小

学
校
で

一窮
６
Ｅ
古
日
っ
子
運

動
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
．

当

日
ほ
晴
天
に
恵
ま
れ
　
子
ど
も

３
０
７
名
　
来
目
を
言
め
大
人

が
１
９
６
宅
　
俗
勢
５
０
３
名

●
〓
加
が
あ
り
、

席
大
に
楽
し

く
週
と
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

首
で
其
し
め
る
覗
技
や

ｒ
申
ｌｉ
て
停
点
在
競
う
由
装
を

行
い
、

得
点
輸
授
の
に
鱗
は
東

町
で
し
た
。

プロクラム((十 )

一
‐  i

1佃
tHr

M詢 ヽ

11!  t,

ボールを落とさないように (AOA)

一
―

大人の障書物鑑定は仮装です !

十
一
生
唇
命
楽
し
む
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
る
こ
の
Ｆ
勤

会
　
楽
し
み
方
は
ど
の
町
も
優

怖
に

，
た
と
思
い
ま
す
。

台
掌

亡
子
ど
も
会
が
よ
り
結
京
し

や
猟
で
き
る
よ
う
に
と
の
申
い

て
始
め
た
こ
の
運
動
全
も
　
多

く
の
地
対
の
方
々
や
保
護
者
に

孝
洵
い
た
だ
さ
　
改
め
て
子
ど

も
た
ち
は
地
け
に
見
守
ら
れ
て

い
る
の
た
と
感
じ
て
い
ま
す
．

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

日

頃
か
ら
子
ど
も
会
活
動
に
こ
理

瞬
、

こ
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す

こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（古
一

□
字
区
子
と
も
合
会
長
　
植
木

敬
充
）

来
年
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
い
に
、

応
援
に
行

き
ま
せ
ん
か
。

もうすくスタートです。●

や”

地
域
の
人
と

一
矯
に
玉
入
れ
。

ツーレ、ツーし綱引きだ1

元気t つヽばい駆けます !

ヤ↓

4す

!も
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扶7密流 朋 娯禿 イ
平成 21年 度の古日学区社会福祉協議会の役員が、5月 30日 (■)の 総会で決

まりましたので、2夏 にわたって役員をお知らせします。

(敬称皓)

役 職  名

会 長

氏

西本

丸山

森重

働日

古日

名

幸男

博司

静香

読みがな 電話番号 体 等所 属  団

古江西町町内会長

事蕩局長

福祉推進委員

にしもと た かお 271 7013

まるやま ひ ろし

もりしげ しすか 271 55ヽ0

清希B い しかわ き よかす

2732363 古日学区公衛協議会会長

副会長

″

″

271-5430

271‐5818おt」Aだ か すお

古日学区公常協監事

古江地区連合町内会長

古江上町内会長―男

忠実

″ 阿部 惑 蔵 あ べ け んぞう

ふるた た たみ

わたなへ も とゆき

2730407 古江東町町内会長

272‐5293 古江新町町内会長

田方町内会長

i民生児童委員協議会会長

豪 P「A鋲 ~J

一　

一″

″

河野 勝 男  こ うの か つお 271‐352打

渡遠 元 之 271-1919

272‐9367理 事

″

馬屋原

森本

勇

義人

地区遺族会会長

もりもと よ しと 2730710 古日体協会長

古日消防分団長

|うまやはら い さむ

だしヽもん かすお

はるた か すとし

大円 和 男 2721795

″

″ 祝  正 一 2731570

喜日 ― 敏

葛野由美子

植木 敏 充

菊川 光 子

まふり し ようしヽう

2729246

古田中学校 P「A会 長

2725394 地区母子肇婦福社会長

古田子ども会育成協議会会長 |

古日女性会会長

古日百年会会長

2737723

みつせ ち づ !  271 2762

うえき と しみつ

こじゅうめ おさむ

かどの ゆ みこ

えない ひ でとし

2727284

きくかわ み つこ 2722036 古日母親クラブ会長

櫓内 英 俊 2734823 保護司代表

渡
選

石
川岡

田

西
本番

璽

河
野古

田

阿
母丸

山

″
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氏 名 古田学区社会樹祉協議会役職 氏 名 古田学区社会福祉臨議会役磯

宮本 宣 彰   会 計 定森 政 之 顧間 古 江束BEl会 長

前口 彰 二   十 会計監事 古江集会所会計  上 井 英 輝 ″ 古 江百BIB」会長

久保田 正 信

今聞 英 明

竹中 む つみ

会計監事          河 原 滴 雄

顧間 古 日中学校長     隠 田 誠 司

′′ ″

′′ ″

″ 古 日小学校長     西 山 和 則 ″ 古 江新町酎会長

秋田 睦 夫 ″ 古 日公民館長     汚 岡 淳 之 ′′ ′′

力D藤 圭 子 ″ 古 田児童館長     塩 山  豊 ′′ ′′

隅田 正 盲

張井  完

″ 古 対 卜副会長     」 瑚  員 蔵

″ 古 江東町副会長

~~~1哀

香

~京

哀

″ 日 方目J会長

′′ ″

書"  発 ″    ″ 阿tE美 秀 子  き すな相募長 09063214510

子ども会 ラ ジオ体操
古寸 卜 古 寸 トタ`日

7月 21日～31日

3月 3日 ～7日  8月 17～26日

古江東研 新 言神社煽内

7月 21日～31日

3月 17日～23日

古江西切 古 田小学校グランド

7月 21日～318

8月 17日～23日

古江新町 新 町第一公園〈三角公園)

7月 21日～31日

3月 24日～23日

口方 口 方算―公園 靖七公園

7月 21日～3月 7日

3月 17日～28日

米い」t10会 場も平日のみです。

大束の方の傘如を歓迎します !

3月 22日 (土)年 後 6崎 半から新富神社にて

古江地区町内会連合会主催で、■年会 子 ども

会が中心となつて行われます。

第 22回 ふれあいひろば

9月 6日 (日)11100～ 14100

(選挙がある場合は 13日 (日)に なります)

日方重まつり

3月 8日 (土)

古江盆通り大会

11日

17日

会場は、首口公民館 児 ■鶴です。

口方

9月 13日

9月 20日

(日)敬 老会 口 方察会所

〈日)グ ラントErJレフ大会

草沼道陸橋下公田

(口)町 内一斉清掃

(上)■ 8日 〈口)秋 票り

10月

10月

古江

10月

‐|‐|`す 0,● ―  ‐ t,ヤ ‐■‐ ●ヤ ■― ↓ヤ■― す― ・ 。す  ‐ ・ ヤ ・

17日 (土)13日 (日)秋 寮り

内科 目 腸科 循 環器科

江駅前内科
TEL032‐273‐1211  広 電ヨB線 古江駅前

院長 加 川

西区古江西町 22 10

27(的a(082)271-51
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多
彩
な
子
ど
も
会
の
活
動

平
成
勢
年
度
子
ど
も
会
の
活

動
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

古
日
学
区
各
町
子
ど
も
会

は
　
７
、
８
月
は
日
帰
つ
で
パ

ス
旅
行
。

１０
月
は
秋
祭
り
の
お

神
興
。セ

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
。

１

２
月
は
餅
つ
き
。
２
、３

月

は
６
年
生
を
送
一貿
ム
（ボ
ウ
リ

ン
グ
）。
そ
の
他
、

公
園
活
掃

や
廃
品
回
収
を
行
い
ま
す
。

次
は
、

古
日
字
区
子
ど
も

会
の
行
事
予
定
で
す
。

３
月
２
日

（日
）
西
区
子
ど
も

会
球
技
大
会

（ソ
フ
ト
　
フ
ッ

ト
ベ
ー
ス
）
◆
場
一所
　
草
津
球

場
、

西
ス
ポ
グ
ラ
ン
ド
、

サ
ン

ブ
ラ
ザ
グ
ラ
ン
ド

３
月
８
Ｂ

（土
）
子
ど
も
会

の
日
イ
ベ
ン
ト
　
平
和
公
園

清
掃
と
平
和
字
習
◆
場
所

平
和
公
園

９
月
１３
日

本日
〉
バ
ス
ツ
ア
ー

（パ
タ
ー
と
こ
ん
に
ゃ
く
作
９

体
壺
）
◆
場
所
　
砂
合
牧
場

と
湯
来
公
民
館

１１
月
１
日

（日
）
西
区
民
祭

り
子
ど
も
相
撲
◆
場
所
　
サ

ン
ブ
ラ
ザ
グ
ラ
ン
ド

「
月
塑
日

（日
）
西
区
子
ど

も
会
文
化
祭
◆
場
所
　
広
島

市
子
ど
も
文
化
科
事
憾

２
年
１
月
３‐
日

（日
）
西
区
子

ど
も
会
長
縄
大
会
●
場
所
　
西

区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

楽
し
い
行
事
が
沢
山
あ
り

ま
す
ね
！

一
報

告

≡
聯

香りも環乱ｍ花ま
つり

５
月
勢
口

（日
）
、

古
日
花

ま
つ
つ
が
広
電
古
江
駅
前
の

「ふ
れ
あ
い
花
壇
』
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

主
催
は
古
日
花
ま

つ
り
実
行
委
中曇
蚕
。

先
着
順
で

の
花
百
の
無
料
配
布
、

ま
た

香
り
の
よ
い
ク
ッ
キ
ー
付
八
―

ブ
テ
イ
ー
、

ポ
ブ
リ
、

花
首
な

ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

「花
づ
く
り
Ｏ
ｏ
ま
ち
づ
く

リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
ブ
」

の
皆
さ
ん
が
手
入
れ
さ
れ
て
い

る
花
壇
に
は
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、

サ
ル
ビ
ア
等
の
花
の
他
、

ラ
ム

ズ
イ
ヤ
ー
と
い
う
フ
エ
ル
ト
の

よ
う
な
肌
触
り
の
棄
や
ア
ー

テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
な
ど
も
値
え
て

あ
り
ま
し
た
。

寄
せ
植
え
は
、

色
の
配
置
や
丈
な
ど
に
気
を
使

つヽ
そ
う
で
す
。

花
を
愛
で
　
交
流
を
楽
し

ん
だ
ひ
と
と
き
で
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

救
急
数
命
摘
習
会

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
で

す
。

ま
う
か
ど

ク
イ
ズ

こ
れ
が
何
の
写
真
か
わ
か

り
ま
す
か
。

そ
し
て
ど
こ
に

あ
る
か
わ
か
り
ま
す
か
。

前
回
の
答
え

福
蔵
寺
に
あ
る
由
縁
斎
碑

で
す
。

編
集
後
記

釜

給
付
金
は
曽
さ
ん
受

け
取
ら
れ
ま
し
た
か
。

お
い
し
い
食
べ
も
の
？

ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
？

あ
な
た
は
ど
う
使
い
ま

す
か
。

先
日
知
り
合
い
の
娘

さ
ん
が
、

新
人
言
楽
演

奏
会
に
出
浸
さ
れ
た
の

で
、

あ
ま
り
縁
の
な
い

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
を
聴

い
て
き
ま
し
た
。

新
人

演
奏
家
の
登
竜
円
で
、

次
は
広
響
と
演
奏
が
で

き
る
選
者
会
で
も
あ
り
、

知
り
合
い
の
娘
さ
ん
は
、

選
ば
れ
た
４
人
の
中
に

入
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
！
古
日

中
出
身
の
方
な
の
で
、

応

援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
古
江
女
性
会
は
５

月
１７
日

（水
）
に
占
田
公
民

館
で
教
急
救
命
の
議
習
を
受

け
ま
し
た
。

広
島
面
消
防
署
　
房
午
出

垣
所
の
救
命
士
の
ご
垣
導
に
よ

り
、

心
肺
停
止
等
は
気
道
確
保

と
早
い
通
報
が
付
心
、

ま
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
全
串
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
な
ど
、

を
急
車
到
着
ま

で
の
処
置
が
大
事
だ
と
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

こ
ん
こ
と
も
請
習
会
に
私

た
ち
も
積
極
的
に
参
加
し
て

見
間
を
広
め
て
行
く
つ
も
り

で
す
。

（女
性
会
　
隅
日
）

実
際
に
取
り
組
む
と
な
か

な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。

慌

て
す
に
対
応
が
で
き
た
ら
い

い
て
す
わ
。

どの花質おうか迷います ?

EDを 装な

え 暑さに気をつけで1

羽ばたく子 やさしく見守る

地以の日

お賢い物は、地元の古江商店会ヘ

カーテン 壁紙の

ウィード古江店
西区古江新町3■
032‐2'6-31e0

ブログもご,下 さい!
httpl′′Ⅲいね‐(nめ叫J。 Ⅲ円のスタッフす=相 醸宮承ります


